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令和 6 年能登半島地震発生から半年～ 
  

◎石川県肢連から 

 

令和６年能登半島地震から半年が過ぎました。被災した会員家族は、各々の復興への強い気持

ちを胸に、また子どもたちの将来の為に一生懸命頑張っています。窮屈な避難生活やなかなか進

まない復旧事業、諦めて地域から離れていく地域の人たちを送り、心が折れそうになることもあ

るかと思いますが、全国の父母の会の皆様からのご厚意には本当に勇気をもらっています。 

被災したご家族から会に宛てた手紙が届いていますので一部紹介します。 

石川県肢体不自由児者父母の会連合会 会長 松田郁夫 

 

静かなお正月に突然の揺れ、これは大

きな地震と思った瞬間、自分で移動が困

難な息子を抱き、こたつに押し込み、い

つもより長い揺れがおさまるのを待ちま

した。一旦収まったかと思ったらさらに

大きな揺れ。台所で食器が次々と割れる

音、冷蔵庫が開き食品が落ち、お父さん

がＴＶを押さえ、９０歳の母がいない。 

お母さーん・・・？ 目の前に仏壇が倒

れてきて驚き、転んだらしいが大丈夫の

返事。 

ホッとして早く家から出ようと思い戸

を開けると廊下から玄関までの間、電灯

が粉々に落ち、花鉢が割れ、地獄かと目を疑う光景でした。すぐに外へ出る道を作り、息子を布

団に乗せ引っ張り出してやっとの思いで車に乗せました。近所の人達が皆さん出てきて、どうす

る？どうなった？と口々に話しましたが、家のすぐ側の橋が隆起し車ではどこへも行けないと知

り、歩いて避難所へ向かった人、もう避難所もいっぱいで入れないと帰ってくる人、小学校が駄

目なら中学へ高校へと向かう人、決めかねて悩むうちにだんだんと暗くなり、寒い中、免疫力の

ない息子をコロナやインフルエンザから守るため、避難所へ行くのは諦め車中泊することに。 
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薬も明日までの分しか無く早く入所先に連れて行こうと思いましたが、一晩車中泊した車にガ

ソリンは残り少なく、半分くらいガソリンが残っていた別の車で金沢へ向かうことを決断しまし

た。隆起した道、潰れた家、倒れた電柱、ひび割れた道に埋まった車を横目で見ながら、穴水の

手前でこれ以上進めないと言われ、能登空港まで引き返し、トイレのある駐車場で車中泊。空港

で色んな人に声をかけ情報を集め、どの道をどう走るか尋ねて、明け方に思い切って金沢へ向か

い、やっと見つけたガソリンスタンドは大行列、羽咋の近くでやっと 2,000円分だけ入れてくれ

るところを見つけて無事に金沢の家につきました。たった３日間の出来事なのに身体の不自由な

息子と９０歳の母を連れてのとても長い道のりだったように思います。息子の入所先に近い金沢

に家があったことも幸いでした。珠洲に残った友だち、水が出ないことに我慢できず子どもの家

にお世話になっている親戚のおじさんやおばさん、まだ避難所で不自由な生活をしている人た

ち、早く元の生活に戻れるよう願うばかりですが、願っても思いが届かず、宝立町の友だちが津

波で亡くなり、蛸島の親戚のおじさんが、若山の友だち夫婦が家屋の下敷きになり亡くなりまし

た。どこを見ても悲惨な状況で私たち家族が生きているのも奇跡だと思えて仕方ありません。県

の父母の会から、全国の父母の会の皆様から寄せられた多額の義援金や支援物資を頂き、本当に

ありがとうございました。母が毎日のように早く珠洲へ帰りたいと言うので、珠洲の水道が復旧

したら、生活の立て直しに使わせて頂きたいと思っています。本当にありがとうございました。 

珠洲市 T・M 

 

このたびは全国の父母の会

の皆様より義援金や支援物資

が寄せられ、お見舞い金や温

かい励ましのお言葉、様々な

ご支援いただき心から感謝し

ております。 

家族４人（本人、母、祖

母、叔父）で穏やかな元日を

迎えていました。涼太は車が

大好きで毎日のドライブが日

課でした。１５時５０分頃に

家族揃って車に乗り出発する

と、直後の１６時過ぎに揺れがあり、駐車スペースを探して停車した瞬間に激震。車が横転しそ

うな状況で必死にシートにつかまりました。涼太に「大丈夫？！」というのが精一杯。多くの家

が崩れ、電柱は傾き、電線は切れ、長い長い地震でした。すぐに家に戻ろうとしましたが、道路

は大きな岩で寸断されました。少しのドライブのつもりだったので車いすや飲み水など何もな

く、携帯電話も通じません。まさに孤立です。 

夜更けになると近くの公民館に避難できると声掛けがあり、玄関で「力持ちが来たぞー」と男

性３人で涼太を担いで中に運んでくれました。簡易トイレはありましたが、涼太は濡れた廊下を

ハイハイで移動するのは大変で、廊下の隅でビニール袋に用を足しました。毛布で涼太を抱えて

余震と寒さで眠れぬ一夜でした。翌朝、崩れた道を何とか通り、辿りついた家は全壊。予想はし

ていましたが頭が真っ白になりました。前日から涼太の抗てんかん薬も服用できずにいたので、

まずは病院へ行き何とか数日分の薬をもらいました。避難所へ行くと人であふれ、通路も狭く、

涼太を支えて移動できる空間はありません。福祉避難所もすでに一杯とのことで、車中泊を考え
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ていると、自らも被災された知人が「部屋はあるから家族で

来て」と声をかけていただきました。暖かい食事と布団で安

心したのもつかの間、３日後には土砂災害警報で全員緊急避

難。やむなく近くの避難所へ行きました。涼太は数日の避難

生活で足の筋力が弱り、私もリウマチを発症していて思うよ

うに避難所のトイレ介助が出来ず、相談員さんに現状を伝え

たところ、穴水のグループホームに空室があるので、トイレ

も近いし利用してくださいとのお返事。普段は３０分の道の

りを５時間かけて辿り着きました。着の身着のままでしたが

とても安心しました。 

ところがその夜、叔父、祖母が相次いでコロナ陽性となり

別室隔離。体調不良の家族と涼太の介助でパニックになりそ

うでしたが、職員の皆さんが、食事の世話やＤＭＡＴの派遣

などですぐに対応してくれて心強かったです。父母の会会員

仲間のＳさんも、金沢から私たちの下着を買って届けてくださいました。金沢に避難できたのは

１月中旬、新年初めての入浴日となりました。車いすも穴水町、輪島市、石川県の連携で新調で

きました。息子は県の父母の会にご手配頂き、金沢市内の施設に入所しています。日常が一変し

た日々ですが、涼太の心の成長と皆さんのご支援のお陰で無事に過ごしていますが、以前の歩行

器ではなく車いす生活中心となり、筋力低下が心配です。 

発災直後はトイレ、食事の支援が第一ですが、障害のある人には個別のサポートが必要だと感

じました。支援があっても、涼太を連れて入浴や給水には行けません。が、何より心強かったの

は人々の思いやりでした。ついつい我慢しがちな被災者ですが「ＨＥＬＰ！」と声を出すのも大

切だと実感しました。私自身も周囲の方の「ＨＥＬ

Ｐ！」に耳を傾け、力になりたいと思います。元日

のあの時「ドライブに行きたい」という涼太の言葉

で助かった命を大切にして、平穏な日常が戻るまで

少しずつ前に進んでいきたいと思います。 

輪島市 Ｋ・Ｍ 

 

元日、娘がテーブルに捉まって立っていると地震

が起き、慌てて抱えてテーブルの下に入れました。

次の地震は経験したことがない激しい揺れで、娘に

「足をまげて、小さくなって」と叫びましたが、恐

怖で足をピーンと伸ばしたまま無言で固まっていま

した。娘の体に覆い被さり長い揺れが収まるのを待

ちました。三度目の揺れの後、主人が、家の裏から倒れたガスボンベや割れたガラス戸などをよ

けて車を出してきました。部屋には、体の不自由な娘の為、もしもの時に外へ出るための掃き出

し窓があり父親が外から娘の両足首を持ち、私が後ろから脇の下に手を入れて持ち上げてやっと

外に出ることができました。 

家の右側の道はアスファルトが割れて１メートルも段差ができて通れませんでした。左側も割

れていましたが、父親が通れるところを探しながらゆっくりと進みました。 

途中、家が壊れて道をふさいでいたり、橋と道の間に段差ができ通れず、迂回しながら、普段



4 

 

は１０分ほどの道を１時間かけて避難所にたどり着きました。気が付くと近くの朝市通りの付近

で火災が起きました。 

市の職員は、現場

には高齢者が多く暗

闇で余震の続く中、

安全な避難方法を探

していたようです。

車いすの人は早めに

避難するように伝え

てもらいました。他

の会員４人の安否確

認ができ、避難所ま

では火は来ませんで

したが、大火災にな

り多くの方が、亡く

なり行方不明になっていることを知りました。建物の下で救助を待っている方もいると聞き、い

たたまれない気持ちになりました。水道も使えずトイレに移動するのも大変でしたが、「車いす、

通してあげて」と声をかけてくださる方もいて、とてもありがたかったです。 

娘はトイレに入ってからも時間がかかり、私は少し戸を開けて、「すいません、少し時間がかか

ります。」と謝りました。皆さん、「大丈夫や。」と言ってくださるのですが待ってもらうのが辛

く、娘に「一旦、出ようか」と言うと「今、したい」と小さな声で泣きました。 

避難している方に申し訳なく、家も壊れて帰れず、本人も辛そうなので、ここから離れた方が

良いと判断し、安否確認や励ましの連絡をいただいていた県の肢体不自由児者父母の会に、子ど

もを金沢こども医療福祉センターに避難させたいとお願いしました。７日に受け入れてもらえる

ことになり本当に助かりました。避難所は６日に床の消毒をして、土足や車いすの乗り入れ禁止

になり不便でしたが、衛生上大切なことだと思いました。体が自由に動く人でさえ大変な折、不

自由な人はとても大変です。私と娘だけでは家から出られなかったと思います。どうすれば良か

ったのか、今考えてもわかりません。 

地震の後、避難所からネットカフェやビジネスホテル、スーパー銭湯などを転々としました

が、今はみなし仮設住宅で金沢市近郊に住み、週末には娘と過ごすこともできています。全国の

父母の会の皆様、石川県肢連の皆様には、見舞金や多くの支援物資、辛いときに掛けていただい

た激励や心配のＬＩＮＥやメールは本当に有難く、勇気をもらいました。 

まだまだ先は見通せませんが娘の為にも頑張りたいと思います。本当にありがとうございまし

た。 

輪島市 Ｓ・Ｋ 

 

◎新潟県肢連から 

 

この度の能登半島地震に際しましては、お見舞いのお電話、被災した会員のために心温まる義

援金を賜り大変ありがたく心から厚く御礼申し上げます。被災された会員より令状が届きました

ので送付いたします。 

新潟県肢体不自由児者父母の会連合会 会長 坂田 真弓 
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 二次支援がまだまだ必要です。全肢連では、引き続き義援金を募っております。 

 皆様からのあたたかいご支援をよろしくお願いいたします。 

 

第 61 回関東甲信越肢体不自由児者父母の会茨城大会 
 

令和６年６月２９日（土）、茨城県水戸市のホテルレイクビュー水戸 飛天の間にて、ご来賓の方

がをはじめとする関係者及び多くの会員の出席のもと、開催されました。 

障害児者が住み慣れた地域において安心して当たり前に暮らせる「共生社会」を実現するために、

関係者が集まり、福祉に関する社会啓発とともに、障害児者の権利擁護や自立・社会参加の意欲を

高める活動支援、さらに地域での医療福祉などでの関係機関との連携構築をともに考える契機とす

るために、「住み慣れた地域で共生社会の実現～重度の障害があっても地域で安心して一生暮らせ

る社会へ～」をテーマに掲げました。 

基調講演では、「共生社会に向けた地域での相談支援体制」について、筑波大学教授の小澤温氏に

ご講演いただきました。引き続き行われましたパネルディスカッションでは、「親なき後の本人は
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どう暮らすのか？」をテーマに、コーディネーターに西宮市社協副理事長の清水明彦氏、コメンテ

ーターに小澤温氏、パネラーにＮＰＯサラダボール理事長、つくば自立生活センターほにゃら事務

局長の齋藤新吾氏、地域父母の会の尾坐原由香氏に登壇いただき行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨城県肢連 御代川会長            全肢連 清水会長 

 

 

第４回あーと展２０２４の応募作品の受付が始まりました 

締め切りは１０月１８日です。たくさんのご応募おまちしております。 
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熱中症予防強化キャンペーン 

 

気候変動の影響により、国内の熱中症による死亡者数は増加傾向が続いており、また、今後、

地球温暖化が進行すれば、極端な高温の発生リスクも増加すると見込まれ、我が国において熱中

症による被害が更に増加するおそれがあります。 

こうした状況を踏まえて、熱中症対策を一層強化するための気候変動適応法及び独立行政法人

環境再生保全機構法の一部を改正する法律が令和５年４月に成立し、令和６年４月に全面施行さ

れました。 

今年の夏は全国的に気温が高いと予想されております。政府としては、改正気候変動適応法に

基づく熱中症警戒情報、熱中症特別警戒情報の着実な運用、指定暑熱避難施設を活用した取組の

促進等を図るとともに、「熱中症対策実行計画」（令和５年５月閣議決定）に基づき、令和６年度

「熱中症予防強化キャンペーン」を通じて、政府一体となった普及啓発を実施しています。 
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令和６年度ＪＫＡ助成事業 地域指導者育成セミナーはじまる  
 

今回のセミナー開催にあたり全肢連会員・重症児（者）を守る会・肢体不自由特別支援学校

に、下記の内容に関して地域の実情についてアンケート調査を実施しました。 

 

１．障害福祉サービスの介護給付「訪問活動・日中活動」の地域実態について 

２．補装具等に係る車いすと座位保持装置の選定と支給状況について 

３．災害時個別避難計画の作成と避難先の確保と訓練について 

 

 3か所で開催されたセミナーでは、障害児者と家族は自然災害発生時にどう対処すべきか、そ

の在り方ついて、日本防災士会より講師をお願いし、講演いただきました。その後「災害時個別

支援計画、障害福祉サービスの給付状況、車いすと座位保持装置」ついて、アンケート調査の概

要を説明し、意見交換(ワークショップ)を行いました。 

 

・札幌セミナー（７月６日～７日：かでる２・７） 

・岡山セミナー（７月６日～７日：きらめきプラザ） 

・秋田セミナー（７月１３日～１４日：あきた芸術村） にて実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナーの様子 

〇セミナーの後半予定です。 

・11月 2日（土）～3日（日）    東海北陸ブロック        三重県 じばさん（四日市） 

・11月 8日（金）～9日（土）    関東甲信越ブロック  東京都 福祉財団ビル（豊島区） 

・11月 23日（土）～24 日（日）  近畿ブロック 和歌山県 アバローム紀の国（和歌山市） 

・11月 30日（土）～12 月 1日（日）九州ブロック     長崎県 ミライ on図書館（大村市） 

 

事務局より  
 

〇第４８回日本肢体不自由教育研究大会 

令和 6年 8月 9日（金） 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区） 

〇第６７回全肢 P 連・校長会合同研究大会 

 令和 6年８月 1９日（月）～２０日（火）  

石川県立いしかわ特別支援学校（石川県金沢市） 


